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第１４９回 石川県都市計画審議会議事録 

 

平成２１年３月２５日（水）１０時００分から 

石川県庁舎 １１階 「１１０９会議室」   

 

◎事務局： 定刻となりましたので、ただいまから、第１４９回石川県都市計画審議

会を開催いたします。 

           審議に入ります前に、事務局を代表いたしまして植田土木部長からご挨

拶申し上げます。 

 

○部 長： 本日は、ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。 

      また日頃は県の都市計画行政に多大なるご支援を賜りまして、厚く御礼

を申し上げます。 

本日の議題とは直接関係ないんですけども、今日３月２５日は、２年前

に能登半島で大きな地震が発生したという日でございます。大変大きな被

害があった訳ですけども、その後の市町の職員の方、また、地元の方々の

努力もありまして、また県内の多くの支援もございまして、なんとか復興

まちづくりは軌道に乗っている状況でございますし、また、被害を受けた

住宅の改修、建替、公営住宅の整備等によりまして、仮設住宅からの退去

も順調に行われる予定となっております。今後も、被災地の復興のまちづ

くりにつきましては、県と致しましても着実に推進していきたいと思って

おりますので、引き続き委員の皆様にも、ご指導賜りますよう、お願い申

し上げたいと思います。  

      本日の審議会でございますけれども、８件の案件を予定しておりまし

て、市町村合併に伴う、かほく都市計画としての区域の統合、また、マス

タープラン、そして都市計画道路の見直しに関する案件が３件でございま

す。それと、金沢都市計画の区域マスタープランの変更や区域区分の一斉

見直しに関する案件が３件、その他、七尾都市計画の臨港地区と富来都市

計画道路の変更の案件という予定になっております。 

      どうぞ、よろしくご審議を賜りますよう、お願い申し上げまして、冒頭

のあいさつとさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

◎事務局： 引き続きましてお手元の配布資料の確認をお願いいたします。議事次第、

Ａ４、１枚でございます。議案書といたしまして、Ａ４の冊子と別冊資料

１、２、これもＡ４の冊子でございますが付けております。資料といたし

まして、資料１「都市計画道路の見直しについて」Ａ３の１枚でございま

す。資料２「議案に伴う意見書提出状況」これがＡ４の３枚、横になって

おります。資料３「都市計画決定案件市町決定一覧表」これはＡ３の２枚
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とＡ４が１枚となっております。 

      何か足りない資料がございましたら、事務局までお知らせ下さい。 

      本日の審議会には、出席依頼委員２６名中１８名の委員の方々にご出席

いただいております。 

        それではこれより、川上会長に議事進行をお願い申し上げます。 

                                                           

◆会 長： 本日は、委員の皆様にはご多用中ご出席いただきまして、誠にありがと

うございます。 

            ただいまご報告頂いたように、出席依頼委員２６名中１８名と半数以上

のご出席をいただいているとのことですので、本日の審議会は有効に成立

しておりますことをご報告いたします。 

            それから、本日の議事録の署名委員ですが、高山委員と平林委員に、お

願いいたします。 

それでは議事に入りたいと思います。はじめに、事務局から前回の審議

会の結果報告をお願いいたします。 

                                                                                 

◎事務局： それでは、議案書の３ページをお開きください。前回の第１４８回審議

会の結果について、ご報告いたします。 

前回、承認する旨答申のありました、「輪島都市計画道路の変更」、「松

任都市計画道路の変更」、「鶴来都市計画道路の変更」、「辰口都市計画

公園の変更」につきましては１１月４日に、また、「金沢都市計画風致地

区の変更」につきましては、１１月７日に、「金沢都市計画道路の変更」

につきましては、１１月２８日に都市計画変更の県告示がなされたことを

ご報告いたします。以上でございます。 

 

◆会 長： それでは次に、議案の審議に入ります。委員の皆様におかれては、議事

進行にご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

最初に、議案第１５００号「七尾都市計画臨港地区の変更について」を

上程します。事務局から説明して下さい。 

             

◎事務局： それでは議第１５００号「七尾都市計画 臨港地区の変更について」ご

説明致します。 

      お手元の議案書では、５から７ページです。こちらのスクリーンをご覧

ください。 

      臨港地区とは、港湾施設、臨海工場など港湾を適切に管理運営するため、

港湾管理者の要請を受け定めるもので、地区指定により、工場の新設など

一定の行為に対して、届出をさせ、港湾機能に支障がある場合には、勧告

や変更命令を行うことができます。ちなみに、県内には現在、七尾港を初

め全部で１０港、臨港地区がございます。 
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七尾港でございます。ＪＲ七尾線、七尾駅、国道１５９号、国道１６０

号、国道２４９号、能越自動車道の計画線でございます。 

今回の変更は、七尾港の「大田地区」で埋立が完了した、岸壁及び埠頭

用地の２.５ha を、新たに臨港地区に指定するものです。 

これにより、七尾港臨港地区の面積は、約１６８ha から約１７１ha と

なります。 

「大田地区」においては、現在、岸壁及び浚渫工事は国が、背後の埠頭

用地は県が、鋭意、整備を進めており、将来的には水深１３ｍの大水深岸

壁を有する埠頭用地となることとなっています。 

現在も整備中ですが、平成１９年度に岸壁と埠頭用地の一部が完成した

ことから、今回、当該用地を臨港地区に指定いたします。 

現在は、水深１０ｍで暫定供用中で、１万２千トン級の貨物船の着岸が

可能であり、多目的の埠頭として、木材や中古車などが取り扱われていま

す。 

将来は、４万トン級の貨物船の着岸が可能となり、さらに七尾港の活性

化、地域経済の発展に寄与するものと思っております。 

以上が、七尾都市計画臨港地区の変更内容です。 

なお、２月１０日から２月２４日の期間、都市計画案を縦覧致しました

が、意見書の提出はございませんでした。 

 

◆会 長： 只今の、事務局の説明について、ご質問、ご意見はありませんでしょう

か。特にご意見もないようですので、本案はご承認いただいたものとしま

す。 

次に、議案第１５０１号「富来都市計画道路の変更について」を上程し

ます。事務局から説明して下さい。 

                                    

◎事務局： 議第１５０１号「富来都市計画道路の変更について」をご説明致します。

議案書は９ページ、図面１１ページになります。 

こちらのスクリーンをご覧下さい。 

全体的な地図でございまして、紫色が国道２４９号です。緑色で県道富来

中島線と深谷中浜線でございます。増穂ヶ浦がありまして、道の駅「とぎ海

街道」、志賀町役場富来庁舎でございます。町立富来病院等がございます。 

「地頭町線」につきましては、赤色で示しますこちらでございまして、地

頭町商店街と国道を結ぶ延長７７０ｍの都市計画道路でございます。沿道周

辺には富来病院やバスターミナルなどもございます。この路線につきまして

は、志賀町の「合併まちづくり計画」で、「合併支援道路」としても位置づ

けられています。 

      全体区間の中で地頭町商店街を通過する約３５０ｍにつきましては、平成

１３年度に「街なか再生・目抜き通り整備事業」、県の事業でございますけ
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れども、それにより整備が完了してございます。 

今回の変更は、残る国道までの延長４２０ｍの区間の事業化にあたりまし

て、線形及び道路の幅の変更を行うものです。 

もう少し大きな図面でご説明いたします。今回変更する区間のうち、商店

街側、図で上側のＡ区間については約１８６ｍございまして、元々の計画の

ままですと、拡幅による民地側への影響が大きいことから、今回、出来るだ

け現在の道路を使うように、少し線形を見直しまして、道路整備後も沿道に

家が残って頂けるような配慮ということで整備を進めることとしておりま

す。 

また、国道側の２３４ｍにつきましては、川とかがございまして、沿線の

立地状況が、少し建物が少のうございますので、両側歩道の区間ではなく、

片側歩道に変更いたしまして、総幅員を１２ｍから１０ｍに縮小しまして、

なおかつ、現在の道路を極力活用するような形で変更することを考えており

ます。 

道路の断面をお示しいたします。Ａ区間の１２ｍで、両側歩道２．５ｍの

歩道が付く２車線の道路でございます。Ｂ区間につきましては、歩道を片側

といたしまして、全体で１０ｍに幅を縮小するものでございます。 

現地の写真をご覧頂きます。これはＡ区間でございます。現在はセンター

ラインのない道路でございます。 

次に、改良済み区間、商店街が側から、今から整備する区間を見た写真で

ございます。このような形で整備することになります。 

      以上が、地頭町線の変更内容の説明でございます。 

      なお、この変更案については、地元説明会を行った上、本年の２月２７日

より３月１４日まで、縦覧に供しましたが、意見書の提出はございませんで

した。 

      また、今後の事業の予定でございますけれども、今回の変更区間につきま

しては、来年度より県の街路事業で事業着手する予定でございます。併せて

志賀町が「まちづくり交付金事業」により、関連する町道の修景やポケット

パークの整備等を併せて進めることとなっております。これら県と町の事業

の連携により、周辺一帯の安全で円滑な交通の確保とか、まちなかの再生、

賑わいの創出を図るものであります。 

      以上で説明を終わります。 

 

◆会 長： 只今の事務局の説明についてご質問、ご意見はございませんでしょうか。 

特にご意見もないようですので、本案はご承認いただいたものとしま

す。 

次に、議案第１５０２号「高松都市計画区域及び七塚宇ノ気都市計画区

域の変更について」及び、議案第１５０３号「かほく都市計画 都市計画

区域の整備、開発及び保全の方針の変更について」については、関連があ
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りますので、併せて上程します。事務局から説明して下さい。 

                                    

◎事務局： それではまず、議第１５０２号「高松都市計画区域及び七塚宇ノ気都市

計画区域の変更について」ご説明致します。 

お手元の議案書では、１３から１５ページです。 

こちらのスクリーンをご覧ください。 

      かほく市は、平成１６年３月１日に｢平成の大合併｣の県内第１号とし

て、高松町、七塚町及び宇ノ気町の３町が合併した人口約３万５千人の都

市でございます。 

合併の結果、一つの都市の中に、旧高松町の一部である「高松都市計画

区域」、それと旧七塚町全域及び旧宇ノ気町の一部からなる「七塚宇ノ気

都市計画区域」の２つの都市計画区域が併存しております。 

都市計画区域とは、「一体の都市として総合的に整備、開発及び保全す

る必要がある区域」ということですので、今回、かほく市として、一体的

な都市施設の整備や土地利用誘導を図るため、併存している２つの都市計

画区域を１つの区域に統合するものでございます。 

能登有料道路、国道１５９号線、ＪＲ七尾線でございます。 

かほく市において、当面、急激な人口増加や大規模な産業集積といった

ものは見込まれないことから、都市計画区域の範囲は変更せず、統合後の

区域面積は、「高松都市計画区域」と「七塚宇ノ気都市計画区域」を合計

した３,４７６ha となります。 

なお、名称は「かほく都市計画区域」とします。 

以上が、高松都市計画区域及び七塚宇ノ気都市計画区域の変更内容でご

ざいます。 

続きまして、議第１５０３号「かほく都市計画 都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針の変更について」ご説明いたします。 

お手元の議案書では、１７ページ、別冊１として、計画書を配布してい

ます。 

こちらのスクリーンをご覧ください。 

「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」は、平成１２年５月の都

市計画法の改正により、県が都市計画区域ごとに決定することとなってお

り、「都市計画区域マスタープラン」と呼ばれています。 

「都市計画の目標」や「主要な都市計画の決定等の方針」などから構成

され、土地利用や道路、公園等の都市施設など個別の都市計画の上位計画

として位置づけられております。本県では、平成１６年５月に、県内の全

ての都市計画区域について「都市計画区域マスタープラン」を、決定して

おります。 

今回、七塚宇ノ気及び高松の２つの都市計画区域を統合することから、

これに併せ、かほく都市計画区域としてのマスタープランを策定するもの
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です。 

当計画は、合併後のかほく市の総合計画、市のマスタープランを踏まえ、

策定したものであり、平成１６年度以降の社会環境の変化についても、反

映させております。 

計画の詳細は、別冊の計画書のとおりですが、スクリーンで、その概要

をご説明致します。 

まず、「都市づくりの基本理念」として、スクリーンのとおり「協働に

よるまちづくり」「個性と魅力あるまちづくり」「一体的なまちづくり」

の３つの理念を掲げております。 

なお、スクリーン上では、赤文字の文章が今回の変更点ということにな

っております。 

「地域毎の市街地像」ですが、「商業・業務ゾーン」として、引き続き、

駅前等の中心商店街の魅力アップを図るとともに、今回、新たに、内日角

の大規模商業地区を広域商業ゾーンとして位置づけております。 

市街地の全体規模を示す「居住ゾーン」については、合併以前からの既

存の集落、国道１５９号や駅の周辺地区に加え、新たに県立看護大学周辺

なども位置づけております。 

「区域区分の決定の有無」ですが、合併しても、将来的に人口の増加や

無秩序な開発が進展する可能性が低いため、引き続き、区域区分は定めな

いこととします。 

「土地利用に関する方針」として、今後は、用途地域の指定により、良

好な環境を有する市街地形成を図ることを定めております。 

また、「主要用途の配置の方針」として、内日角に大規模商業施設を配

置するほか、河北縦断道路沿線については、無秩序な開発を抑制し、周辺

環境に配慮することとしております。 

住宅地においては、旧の宿場町や漁村などの固有のまちなみや、旧市街

地の特徴である職住共存のにぎわいを残しながら、市街地の形成を図るこ

としております。 

交通施設については、能登有料道路、国道１５９号及び河北縦断道路な

どによるネットワークの向上に加え、福祉バスの導入などにより、お年寄

りや障害のある方、誰もが地域活動に参画できる、より充実したネットワ

ークの構築を図ることとしております。道路については、新たに、合併後

の市街地連携強化のための東西幹線道路や、広域交流のための県立看護大

インターチェンジのフル化を位置づけております。 

下水道については、汚泥の再利用など地球環境にやさしい下水道システ

ムの構築、浸水対策など都市の治水機能の向上を図ることとしておりま

す。 

最後に、景観構成系統としまして、「いしかわ景観総合条例」の施行を

受け、景観形成重要地域に指定されている能登有料道路沿線の、良好な景
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観を保全することを、新たに記載するとともに、宿場町や漁村集落などと

しての伝統的なまちなみを残している地区は、地域の貴重な景観資源とし

て保全、修景することとしております。 

以上の計画案につきましては、町会長や区長の方に説明するとともに、

昨年１１月にパブリックコメントの募集を行い、県民の方からの意見を踏

まえて策定しております。 

また、前回の審議会で設置を承認して頂きました専門委員会において

も、検討して頂き、計画案を取りまとめております。 

これで「かほく都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更につい

て」の説明を終わります。 

なお、２月２７日から３月１３日の期間、都市計画案を縦覧いたしまし

たが、意見書の提出はございませんでした。以上でございます。 

                                    

◆会 長： ただ今ご報告いただいた「かほく都市計画」の変更案については、前回

の審議会において設置いたしました「いしかわの都市計画検討専門委員

会」に付託しておりますので、専門委員会での審議結果を高山委員長より

報告していただきたいと思います。 

                                    

◎委員長： 専門委員会委員長の高山でございます。 

      それでは、かほくの都市計画マスタープランの変更について、報告させ

ていただきます。昨年１０月２８日に第１回の検討専門委員会を開催しま

して、それから今年２月３日に第２回の専門委員会、合計２回の委員会を

開かせていただきました。 

その中で、都市計画の目標並びに土地利用、都市施設及び市街地開発事

業の都市計画の決定の方針などについては、各専門の委員の皆様方から、

都市計画、交通計画、防災、環境、農村及び建築、それぞれの立場から専

門的に審議をして頂きました。 

その際、いくつかご意見が出ましたが、その主な意見をまとめてご報告

させていただきます。 

一つ目は、地域資源として歴史的なまちなみ地区などの保全は非常に重

要な課題であるという点。それから、能登有料道路沿線の海岸、それから

保安林も貴重な自然であるというご意見。それから、用途地域や地区計画

以外の条例や協定による計画的な開発の取り組みも今後必要ではないか

というような意見がありました。 

なお、今ほど事務局より説明のあった案につきましては、当委員会での

意見を踏まえ、事務局で策定したものでありまして、第２回の委員会にお

いて、妥当な計画というふうに、了承されております。 

以上、専門委員会での検討結果について報告いたしました。 
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◆会 長： ありがとうございました。只今の事務局の説明及び高山委員長からの報

告についてご質問、ご意見はありませんでしょうか。 

          特にご意見もないようですので、議案第１５０２号及び第１５０３号は、

ご承認いただいたものといたします。 

      次に、議案第１５０４号「かほく都市計画道路の変更について」を上程

します。事務局から説明して下さい。 

                                    

◎事務局： 議第１５０４号「かほく都市計画道路の変更について」をご説明致しま

す。 

       議案書は１９ページから２５ページまで、参考資料として資料１、資料

２がございます。まず、スクリーンで説明します。 

今ほど審議して頂きました合併に伴う都市計画区域の再編に伴せ、都市

計画道路についても、今後の人口減少や財政状況等の社会経済状況の変化

を踏まえ、合併後の一つの都市としての適正な道路網のあり方の検討を行

った上で、長期的に未着手になっている道路の廃止や縮小、さらに、合併

により新たに必要となった合併支援道路の追加などを含めた全体的な見

直しを行っております。 

まず、かほく市における都市計画道路見直しの経緯をご説明いたしま

す。 

 かほく市では、平成１８年度より、本審議会の委員でもある高山教授を

委員長とした、都市計画道路の見直しの検討委員会を設置いたしまして、

４回の会議を経まして、ちょうど１年前の平成２０年３月に見直し素案を

取りまとめて頂きました。 

その後、見直しの素案をもって、平成２０年の７月から１０月までの間

にパブリックコメントの実施や、対象路線の住民に対する合計２４回の説

明会を開催した上で、最終の検討委員会を経まして、今回の見直し案を策

定しております。 

 今回の変更案では、県の計画決定、当審議会で諮る計画決定で、１２路

線、延長で１８．５km、市の審議会で諮る市決定、５路線５．９km、合わ

せて１７路線２４．４km について都市計画道路の廃止や幅員を変更する

中身となっております。  

      なお、本日の審議会に諮る案件は、県道及び幅員１６ｍ以上の市道が県

の決定案件であります。それ以外のかほく市決定の５路線については、さ

る３月１８日に開催された、かほく市の都市計画審議会で審議されて承認

されております。 

それでは各路線の変更についてご説明いたします。まず七塚宇ノ気地区

についてご説明いたします。 

      説明が少し長くなりますが、宜しくお願いします。 

まず、「七塚宇ノ気地区」でご説明いたします。能登有料道路が海岸沿
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いにございます。国道１５９号とＪＲ七尾線、河北縦断道路でございます。

県道とかほく市役所本庁舎、昨年オープンしましたショッピング・センタ

ーが下の方にピンク色でございます。 

      都市計画道路の見直しについては、こちらにあります５つの観点で見直

しを行っております。 

１番上から１番目としまして、「地形上等の制約があり、物理的に整備

が困難、事業費が膨大となる場合」、「機能を代替えする道路がある場合」、

「地域の分断やコミュニティーの喪失の恐れがある場合」、「道路ネット

ワークとしての必要性が低下している場合」、「計画決定時に想定してい

た土地利用状況・計画が変化している場合」。こういった場合に該当する

場合で、現状の交通上とか、防災上の支障の有無を検証した上で変更、あ

るいは廃止を含めた計画の見直しを行うこととしております。 

      それでは、具体的な路線について、見直し理由を順次説明してまいりま

す。 

      まず、「白尾木津線」でございます。 

能登有料に平行して、昭和４２年に決定した旧七塚町の南北を連絡する

幅２２ｍ、延長４，１９０ｍの幹線道路でありますけども、今回、青色で

示す全区間について、計画路線周辺が保安林区域であること、道路整備を

行うと、住環境への影響が懸念される、また、平行して市道があることや、

隣接している能登有料道路の無料化が予定されております。こういった交

通面での代替機能も確保されていることから、今回、この区間を廃止する

ものであります。 

次に「白尾宇野気駅線」でございます、JR 七尾線宇野気駅と今ほど説

明した白尾木津線を結ぶ延長１，４８０ｍの路線でございますけれども、

このうち青色で示す６８０ｍ区間について、白尾木津線が廃止されるこ

と、また、周辺の市道で概ね交通とか防災の代替え機能を果たしているこ

とから、廃止を行うものであります。 

次に「宇ノ気秋浜線」でございます。宇野気駅周辺の補助幹線の位置づ

けの道路でございますけども、こちらにつきましても、平行してあります

国道とか市道が代替機能を有しておりますので、今回廃止を行うものでご

ざいます。 

次に「大崎横山線」でございます。 

JR 七尾線に沿って南北に延びている都市計画道路でございます。延長

が長いので３区間に分けてご説明いたします。 

       まず、起点側、図面の下の方ですけども、内日角地内の６００ｍにつき

ましては、当初決定以降に近隣に河北潟の干拓用の道路が整備されてまし

て、現在その道路が供用されております。その為、その区間を活用するよ

うな形で、起点の位置を変更することといたします。 

      次に、少し上の方へ行きまして、この区間も整備中でございます。この
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赤の区間の宇気地内から横山地内の１４００ｍについては、当初計画で

は、宇ノ気川沿いの農地を直線的に通過する計画となっておりましたけれ

ども、残る農地の形状など沿道土地利用に配慮した線形に今回変更いたし

まして、また、自転車や歩行者の利用状況も勘案しまして、線形と幅員を

変更するものでございます。 

川添いの区間については片側歩道の１１ｍに、それより川から外れる上

の方の区間については、両側歩道の１２ｍにそれぞれ縮小するものであり

ます。 

一番終点側です。北側の３００ｍにつきましては、人家が連担している

区間でありますので、地域コミュニティーの喪失が懸念されます。それと、

接続する青の波線で書いてございますけども、かほく市決定でございます

けども、木津笠島線を廃止することに伴いまして、道路ネットワークとし

ての必要性も低下することから、終点部の３００ｍを廃止することとしま

す。 

以上の３区間の変更によりまして、路線名についても、「大崎横山線」

から「内日角横山線」に変更するものでございます。 

      続きまして、「横山駅線」でございます。 

横山駅の山側からのアクセスする延長１４０mの計画道路でございます

けれども、こちらにつきましては、起点部と終点部の地形の高低差が大き

く、このままで整備すると急勾配の道路となること、また、既存の県道に

より、駅へのアクセス機能が確保されていることから、今回、全区間廃止

するものでございます。 

      「横山松浜線」について説明いたします。 

本路線につきましては、JR 七尾線による東西地域の分断解消や地域間

の連携強化を図るために、「合併支援道路」として、今後整備を行うもの

でございます。この赤線でございますけども、起点部河北縦断道路、終点

部は県道高松内灘線までの１,７６０ｍについて新たに都市計画の決定を

行うものです。 

      また、この決定に伴いまして、青色で示します、木津から宇気地内の９

７０ｍにつきましては、並行する市道もございますので、廃止するものと

いたします。 

      この東西の合併支援道路につきましては、今回廃止する上の方の青の波

線でございます木津笠島線と、下の方に後ほど説明いたします鉢伏秋浜線

のちょうど中間位置になるような位置で計画しておりまして、ルートの選

定にあたりましては、既存の集落や住宅団地への影響を小さくすること。

また、埋蔵文化財を避けたり、現在の道路の活用を念頭に計画したもので

ございます。将来的には、都市計画区域マスタープランで位置付けている

能登有料道路無料化後の新設インターの構想にも整合できるようなルー

トとしております。 
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幅員につきましては、河北縦断道路から宇気地内の１,１５０ｍの山側

の区間につきましては、片側歩道。宇気地内から現道までの海側の区間に

ついては、市街地内を通過する為、両側歩道としております。 

       次に、「宇ノ気狩鹿野線」の説明でございます。 

現在、宇野気駅前から大崎横山線の区間を整備中でございます。大崎横

山線から狩鹿野地内までの９５０ｍの区間につきましては、沿道が農地で

ございまして、当初想定していた市街化等が今後も見込まれないことか

ら、現在の道路幅７ｍでも交通や防災上の支障がないということから廃止

するものでございます。 

この路線につきましては、終点が変更となりますので、路線名を「宇野

気ふれあい通り線」に変更することといたします。 

       「鉢伏秋浜線」でございます。 

こちらも区間が長いため３区間に分けてご説明いたします。 

起点側の山側の方の鉢伏地内から大崎横山線までの約１０６０ｍにつ

きましては、ほ場整備が別途行われております。このまま整備すると優良

農地を分断することとなりますので、そういった観点と、並行して市道整

備が行われております。それが代替機能を有していることからこの区間に

ついて廃止するものとします。 

      大崎横山線から国道１５９号までの間、１㎞あります。この区間につい

ては、ＪＲ七尾線を立体交差する計画でございましたけども、沿道は人家

が連担した既成市街地であることから、整備を行うと多くの物件移転が必

要となります。地域の分断が懸念されます。なおかつ踏切周辺を除き、概

ね６ｍ程度の現道幅が確保されていることから、当路線についても廃止す

るものといたします。 

      最後に国道１５９号から秋浜地内の７２０ｍについては、こちらも人家

連担部でございまして、周辺に市道もございますので、併せて廃止するも

のといたします。 

       続きまして、「高松地内」のご説明でございます。 

       位置図ですけども、能登有料道路、１５９号、ＪＲ七尾線、県立看護大

学はこちらの上の方になります。 

まず、「本町通り線」の説明でございます。 

本町通り線は、この赤で出ました、高松インターの周辺から看護大イン

ターの周辺を接続する、高松地内の都市交通の円滑な処理を図る路線でご

ざいまして、「旧能登街道」として当時の面影を残す区間もございます。 

      このうち、高松インター側の７００ｍと、看護大インター側の１，５５

０ｍの２つの区間につきましては、沿線周辺の土地利用状況を勘案しまし

て、歩道の幅とか停車帯の幅を縮小しまして、１８ｍの計画を１２ｍの計

画に縮小する変更を行うものとします。 

また、この間に挟まれました４００ｍの区間につきましては、道路中央
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部に現在、用水や桜並木がある区間でございます。当初計画では、この区

間を全部含めて１８ｍの道路に整備する予定でございましたけれども、真

ん中にある用水の区間をそのまま残す形にしまして、その区間を都市道路

の幅から外しまして、１８ｍから１３ｍに縮小するものでございます。 

      次ぎに「東大通り線」と「中沼高松線」につきまして、関連があるため

併せて説明いたします。 

      東大通り線につきましては、国道１５９号から上の方へ向かっていきま

して、北大通り線までの区間でございますけども、途中の中央大通り線ま

での９３０ｍについては、人家連担部でございますので、地域コミュニテ

ィーの喪失が懸念されること、また、国道とほぼ平行して走っております

ので、中央通り線も整備が終わっているということで、今回廃止するもの

とします。 

      中央通り線から北大通り線までの５２０ｍの区間については、上の方へ

接続する中沼高松線の方へ追加いたしまして、看護大インター線から１，

３７０ｍを中沼高松線に変更することといたします。その際、線形や幅員

についても、接続する現道とか、沿線の土地利用状況を勘案しまして変更

したいと考えております。 

「旭通り線」でございます。 

高松駅前を通過している道路でございまして、高松駅から県道八野高松

線までの間２２０ｍについては、すでに整備済みでございます。残る赤色

で示します１６０ｍの区間につきましては、こちらも人家密集しておりま

す。それと北大通り線が廃止されるということもありまして、今回、廃止

するものでございます。 

以上が、かほく都市計画道路の見直しに伴う変更内容の説明でございま

す。 

これら廃止の路線につきましては、別途、かほく市が地元と協議を行い

まして、今後必要に応じ、踏切の拡幅や隅切り改良などを進めていくこと

と聞いております。 

      また、本案につきましては、最初に説明しましたが、かほく市での検討

会での審議を経て、パブリックコメントや地元説明会を行い、案を策定し

ております。その上で平成２１年２月２７日より３月１３日まで、２週間

縦覧に供しました。その結果、意見書が１通出ております。 

      引き続き、意見書の要旨、意見書に対する県の見解について説明いたし

ます。資料２をご覧下さい。 

      今回付議する全案件について、縦覧期間、意見書の有無、縦覧の周知方

法等まとめたものでございます。「かほく都市計画道路について」の意見

書の有無の欄に有りとなっております。 

一枚めくって頂きますと、意見書の要旨を取りまとめてございます。か

ほく市横山地内在住の１名の方から提出されております。 



 13

意見書の内容につきましては、こちらの路線、道路の拡幅１２ｍの計画

が残るところでございます。「拡幅は両側とするのが公平な取り扱いでは

ないか」との意見でございます。 

      こちらのスクリーンで、計画の中身を説明いたします。 

      大崎横山線の変更案のうち、意見書を出された区間につきましては、５

００ｍの区間でございますけども、計画を１６ｍから１２ｍに縮小する変

更案でございますけども、現道は、６～７ｍありまして、拡げるのはこの

図でいう上側方へ拡げる計画となっております。 

      これに対して両側、下側方にも拡げればいいというご意見でございます

が、当該区間については、今回の見直しで、その拡げる幅を少なくなるよ

うな案であります。 

      その理由としては、すでに１６ｍの計画に基づいて、沿道両側の住宅の

立地が進められております。線の上に建築された方もいれば、線を避けて

建築された方もおります。区間全体として、今回の変更により新たな支障

物件が発生することを避けるように、拡幅の影響が小さくなるような配慮

として、元々拡がる計画の幅を小さくするような変更を行ったものです。

また、支障物件の数などの検討も行った結果、この案が望ましいと判断し

たものであります。 

この区間については、かほく市道でもございます。引き続き、本日、か

ほく市の副市長が審議会に来ておりますので、副市長の方から、この案件

及び意見書に対するかほく市の見解について、ご説明していただきます。 

 

■かほく市副市長： かほく市副市長の架谷でございます。 

      委員の皆様には、日頃からかほく市の都市計画行政に適切なご指導、ご

助言を頂いております。厚くお礼を申し上げます。 

      また、先ほどは２件の案件につきまして、ご承認頂きました。重ねてお

礼申し上げます。 

      今回の都市計画道路の変更でございますが、これについてのかほく市の

意見をご説明致します。 

      かほく市では、都市計画区域の統合に併せまして、少子高齢化のなど、

近年、大変社会経済情勢の変化を踏まえ、長期間未着手・未整備となって

いる都市計画道路について、学識経験者や住民代表の皆さんで構成しまし

た「かほく市幹線道路網整備計画策定委員会」を設置いたしまして、交通

処理や防災面、また、事業実現性、地域コミュニティーの保全など、総合

的な観点から検証を行った上で、都市計画変更を前提にパブリックコメン

トや住民説明を行い、地元の合意形成に努めてまいりました。 

      意見書に対する市としての見解は、現道の活用に加え、既決定に基づい

たセットバックや、５３条許可での建築状況を踏まえ、拡幅の影響が最小

限になるように、また、経済性を考慮し、既決定のとおり、西側へ拡幅す
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る案としたものであります。 

また、意見書提出後の３月１６日に当該地区において、再度説明会を開

催いたしました。都市計画変更の理由や今後の対応についての説明を行

い、地区全体としての御理解を頂けたと判断しております。 

さらに、３月１８日に開催致しました、第７回かほく市都市計画審議会

におきまして、意見書の要旨と市の見解を説明し、審議して頂きました。

「原案のとおり都市計画変更することを承認する。」という答申も頂いて

おります。 

      横山地区の関係住民に対しましては、要望事項を踏まえ、事業実施の際

には、充分、地元調整を行うとともに誠意をもって対応したいと考えてお

ります。 

      いずれにいたしましても、都市計画は、まちづくりの大きな基礎となる

ものでございます。私どもかほく市といたしましては、市長を先頭にいた

しまして、新しいまちづくりに今後とも積極的に取り組んで行きたいと考

えております。どうぞよろしくお願いいたします。以上でございます。 

        

◆会 長： それでは、只今の事務局の説明についてご質問、ご意見はありませんか。 

                                         

○委 員： 合併したということで、高松と七塚宇ノ気に計画区域１つにするという

ことで、それに伴う、いろんな今までの計画が全体的に、大々的に見直し

されて、その辺はいろいろ審議もされてきたと思いますが、今の意見書に

ついて、市の方も３月１６日に地元の人に再度説明してきたということで

ありますし、１８日には市の審議会諮って何ら問題なかったという副市長

さんの話であったと思いますが、１６日の段階で意見書を出された方が、

その方は分かっておいでるか分かりませんが、その方に説明をされて、ど

ういう状況になっているか、お聞かせいただければと思います。 

 

■かほく市産業建設部長： かほく市の産業建設部長の川島と申します。ただ今のご

質問ですが、再度説明会を開いたというところで、地元の方の中で、今回

の変更というものを勘違いされていて、新たに計画決定をすると考えてお

いでた方が数名いました。 

再度説明したところ、従前から計画決定されていたものを、１６ｍを１

２ｍに縮小するということで、影響がこれまでよりも、地権者に対して、

少なくなるというご理解をいただいたということでございます。 

 

○委 員： こういう事業をやっていく時には、地元の皆様の協力がないと難しいと

思うんです。そういうことで、丁寧に説明されて理解を頂いたと、意見書

出された方は誤解をしておいでたということで、理解を頂いたということ

でありますから、私もほっとはしておりますが、慎重に地元の方と話をし
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ながら進めていただくことが、１番事業が進む早いことだと思いますの

で、その辺十分話をしながら進めていただきたいと思います。ありがとう

ございました。 

 

◆会 長： それでは、ただ今のご意見を踏まえて対応していただければと思います

が、他にご意見いかがでしょうか。 

      ただ今の案件については、最初の都市計画決定はいつになるわけです

か。 

 

◎事務局： 昭和４２年でございます。 

     

◆会 長： だいぶ経っているわけですね。 

      他にご意見ございませんでしょうか。 

      特にご意見ないようですので、本案については、ご承認いただいたもの

といたします。 

次に、議案第１５０５号「金沢都市計画 都市計画区域の整備、開発及

び保全の方針の変更について」を上程します。 

            事務局から説明して下さい。 

                                    

◎事務局： 議第１５０５号「金沢都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の

方針の変更、金沢都市計画マスタープランの変更について」ご説明いたし

ます。 

お手元の議案書では、２７ページ、別冊２としての計画書を配布してい

ます。こちらのスクリーンをご覧ください。 

金沢都市計画区域につきましては、平成１６年５月以降、北陸新幹線の

金沢開業の決定や金沢港の整備進捗など、取り巻く環境に大きな変化があ

ったことから、市のマスタープランの検討結果を踏まえ、今回、計画内容

を変更するものです。 

計画の詳細は、別冊の計画書のとおりですが、スクリーンでその概要を

主な変更点を中心にご説明いたします。 

まず、「都市づくりの基本理念」といたしまして、引き続き７つの理念

を掲げていますが、特に超高齢社会を迎え、「安全、快適に歩けるまちづ

くり」というところを、「誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり」に

変更し、都市全体としてバリアフリー社会の構築を目指す姿勢を示してお

ります。 

「区域区分の決定の有無」ですが、引き続き区域区分は継続することと

いたしますが、現計画では「将来の人口増加も予想される。」と記載して

いるところ、変更案では「人口は減少していくことが予想されるが、広域

交通機能の拡充に伴い、交流人口の増加など一定の開発圧力が存在する。」
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とし、表現を変更しております。 

この折れ線グラフをご覧下さい。 

このように、市街化区域の人口の減少を見込んでおります。 

「主要用途の配置の方針」としまして、「業務地」は、都心軸、国道８

号沿線や野々市町、内灘町庁舎の周辺に、「商業地」は、都心軸のほか、

金石、野々市、内灘や鉄道主要駅の周辺などの地区に配置することとして

おります。 

次に「工業地」ですが、「既存の工業地」に引き続き、工場を誘致する

とともに、金沢港周辺の工業地を拡充整備し、石川県立大学周辺につきま

しては、新たに、産・学・官の連携により新産業の創出を図るエリアとし

ております。 

「住宅地」については、特に既成の住宅地において、定住促進策を推進

し、空地の有効活用を図るとともに、歴史的景観の残る地区については、

地区計画、伝統的建造物群保存地区などにより、まちなみを保全し、老朽

木造密集地区などにおいては、防災機能の向上を図ることを今回追加して

おります。 

「都市施設の方針」のうち、交通施設については、従来からの環状型道

路ネットワークの形成を進めるとともに、北陸新幹線金沢開業に向けた金

沢駅西口広場の拡張や、低炭素社会の実現に向けた公共交通の利用促進、

歩けるまちづくりを今回追加しました。 

また、無電柱化を促進し、街なみ景観の向上や歩行者の安全で快適な環

境整備を図ることも追加しております。 

下水道及び河川につきましては、昨年の浅野川の豪雨災害を教訓に、雨

水貯留あるいは浸透施設の整備等により都市の治水機能の向上を図ると

ともに、また、犀川本流は概ね１００年に１回程度発生する規模の降雨に

対して、安全に流下させることとするなど、河川の整備目標を明確にして

おります。 

市街地開発事業ですが、今後、郊外型の大規模な住宅地開発は抑制する

という観点から、現行の「土地区画整理事業等により計画的、先行的に都

市基盤整備を促進する。」という記述を削除し、「地区計画等により無秩

序な市街地の形成を防止する。」という記述に変更しております。 

自然的環境の方針としまして、引き続き、河川、緑地や丘陵地などの貴

重な自然環境の保全、公園の整備充実を図ることに加え、近年の地震、豪

雨など頻発する自然災害に鑑み、避難地としての活用、都市全体の防災性

能の向上に寄与すべきとしています。 

景観構成系統においては、「いしかわ景観総合条例」などに基づき、丘

陵地から歴史的建造物まで、様々な景観要素を保全すべきであるとしてお

ります。 

以上の計画案は、町会長の代表の方に説明するとともに、昨年１１月に
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パブリックコメントの募集を行い、県民の方からの意見も踏まえて策定し

ております。 

また、当計画も、専門委員会において検討して頂き、計画案を取りまと

めて頂いております。 

これで「金沢都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変

更について」説明を終わります。 

なお、２月１３日から２月２７日の期間、都市計画案を縦覧いたしまし

たが、意見書の提出はございませんでした。以上でございます。 

 

◆会 長： 「金沢都市計画」の変更案につきましても、専門委員会に付託されてお

りますので、同委員会での審議結果も高山委員長より報告していただきま

す。 

                                    

◎委員長： それでは、ご報告いたします。 

      金沢の都市計画区域マスタープランの変更につきましても、かほく市と

同様に計２回の専門委員会を開催いたしました。その席上、各委員の皆様

方から、専門的観点でいろいろ審議して頂きました。 

その際出ました主な意見としましては、３つございまして、まず１点目

は、超高齢社会を目前にし、バリアフリーの記載が不十分であって、暮ら

し、社会参加できる都市づくりの姿勢が必要ではないかというご意見で

す。 

２番目は、先ほどもありましたが、洪水対策として、河川による流下対

策のみでは不十分であり、流域での雨水の浸透対策なども重要ではないか

というご意見です。 

３番目は、コンパクトシティ実現に向けて、郊外型区画整理事業等つい

ての方針が不明瞭であるというご意見がありました。 

それで、今ほど事務局より上程されました最終案につきましては、これ

ら委員会等で出ました意見を踏まえ、先ほどような形で計画案の策定をし

ていただきました。 

第２回の委員会におきましては、策定していただいた案について、妥当

な計画であろうということで、了承されております。 

以上、専門委員会での検討結果について報告いたしました。以上でござ

います。 

 

◆会 長： ありがとうございました。只今の事務局の説明及び高山委員長からの報

告についてご質問、ご意見はございませんでしょうか。 

特にご意見もないようですので、本案はご承認いただいたものとしま

す。 

次に、議案第１５０６号「金沢都市計画区域区分の変更について」を上
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程します。 

            事務局から説明して下さい。 

                                    

◎事務局： 議第１５０６号「金沢都市計画 区域区分の変更について」ご説明いた

します。 

お手元の議案書では、２９から３１ページ。それと、３３から３７ペー

ジの図面でございます。 

こちらのスクリーンをご覧ください。 

「区域区分」とは、いわゆる「線引き」と呼ばれている制度で、無秩序

な開発を抑制し計画的な市街地を形成するため、市街化を促進する「市街

化区域」と、当分の間市街化を抑制する「市街化調整区域」とを区分する

ものです。 

「区域区分」は、５年から７年ごとに実施する都市計画基礎調査に基づ

き、「一斉見直し」として、定期的に変更しております。 

昭和４５年の当初決定から、これまでに合計４回一斉見直しを行ってお

り、現時点で、市街化区域は９,９４４ｈａ、都市計画区域の約４０％と

なっております。 

今回は、平成１３年の第４回「一斉見直し」後の土地利用状況を踏まえ、

既に宅地化が進んでいる地区や、既成市街地の周辺で、優先的かつ計画的

に市街化を図るべき区域を「市街化調整区域」から「市街化区域」に変更

するものです。 

さて、市街化区域への編入は、都市計画上の必要性や市街地整備の確実

性を確認するとともに、「人口フレーム方式」により、行うこととなって

おります。 

「人口フレーム方式」とは、まず、市街化区域の「将来人口」と既存の

市街化区域に「将来居住できる人口」を推計し、「将来人口」から「将来

居住できる人口」を引いた数値、すなわち、将来、既存の市街化区域に居

住できない人口、これを「人口フレーム」として、保留しておきます。 

そして、「市街化調整区域」から「市街化区域」に変更する必要が生じ

た場合に、そのフレームの範囲内で、必要な人口を配分し、その人口に相

当する区域を、市街化区域に編入する制度です。 

金沢都市計画の市街化区域では、平成２７年の「将来人口」４８万２８

０人に対して、市街化区域に「居住できる人口」が４７万５，９１０人と

推計されたことから、差し引き４,３７０人を「保留人口」としておりま

す。 

今回は、「保留人口」４,３７０人のうち、一斉見直しにより、必要な

地区に２３０人を配分し、残りの「保留人口」は４,１４０人となってお

ります。 

将来、経済社会情勢が変わり、新たな市街地が必要となった場合には、
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この「保留人口」の範囲で、市街化区域への編入がされることとなります。 

次に、市街化区域へ編入する具体の地区について、ご説明いたします。 

金沢港、犀川、浅野川、ＪＲ北陸本線、金沢駅、国道８号線、金沢外環

状道路海側幹線、山側環状でございます。 

今回の一斉見直しでは、金沢港周辺の工業団地、国道８号線や山側環状

などの幹線道路沿線の沿道サービス地区や既存の住宅地などの１２地区、

３６．２ha を、市街化区域に編入するものです。 

それでは、市街化区域へ編入するそれぞれの地区について、順に、ご説

明致します。 

臨海地区についてご説明します。 

金沢港、大野川、金沢外環状道、海側幹線、都市計画道路臨港線、大浜

御供田線でございます。 

金沢港に面した地域は、都市計画区域マスタープランで「物流・生産複

合地区」として位置付けられています。 

今回は、一部、市街化調整区域になっている当地区６.６ha を、市街化

区域に編入するものです。 

県の土地開発公社が造成を計画している工場用地の一部と、御供田岸壁

や埠頭用地などを市街化区域に編入するもので、埠頭用地には現在、ガン

トリークレーンなどが整備されております。 

なお、当該地区は周辺と同様、用途地域は「工業専用地域」とすること

としております。 

次は、二ツ寺地区です。 

犀川、木曳川、金沢外環状道路海側幹線、国道８号、都市計画道路観音

堂上辰巳線、示野機器工場団地でございます。 

二ツ寺地区は、都市計画区域マスタープランで「都市型産業集積地区」

として位置付けられております。 

また、当地区は、将来、市街化区域編入を見込んでいる「特定保留地区」

で、地元の合意形成も図られたことから、既存工業団地と一体となった工

業地として整備を図るため、当地区４．６ha を市街化区域に編入するも

のです。 

こちらが、二ツ寺地区の計画図です。 

当地区は、土地区画整理事業により整備する予定であり、用途地域は、

最終的には周辺地区と同様「工業地域」とすることとしております。 

次は、南森本地区です。 

ＪＲ北陸本線、森本駅、国道８号線、金沢サティでございます。 

南森本地区は、既にレジャー施設や商業施設などと国道８号に囲まれた

地区で、沿道サービス系の土地利用を図るため、当地区２．１ha を市街

化区域に編入するものです。 

なお、沿道施設の立地が進んでいる国道８号の沿線であることから、用
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途地域は周辺地区と同様、「準工業地域」とすることとしております。 

次は、高柳地区でございます。 

ＪＲ北陸本線、国道８号線、都市計画道路東山・内灘線、都市計画道路

疋田・上荒屋線でございます。 

高柳地区は、金沢東インターチェンジからのアクセス道路である東山内

灘線と、内側環状道路の疋田・上荒屋線との交差部に位置する交通利便性

の高い地区でございます。 

この交通利便性を活かし、沿道サービス系の土地利用を図るため、当地

区１．７ha を市街化区域に編入するものです。 

なお、沿道施設の立地が既に進んでいる地区であることから、用途地域

は周辺地区と同様「準工業地域」とすることとしております。 

次は、若松第１地区、若松第２地区及び若松第３地区でございます。 

浅野川、山側環状、金沢大学、都市計画道路若松角間線でございます。 

これらの３つの地区は、既に宅地化され、周辺と一体的な土地利用が図

られていることから、土地利用の整序を図るため、市街化区域に編入する

ものです。 

なお、これらの地区は、周辺地区と同様「第１種低層住居専用地域」と

することとしています。 

次は、野田地区、山科第１地区及び山科第２地区でございます。 

山側環状、都市計画道路専光寺野田線、野田山墓地でございます。 

野田地区は、旧の金沢市の水道配水場であった１．２ha の地区で、既

に開発許可を受け、造成が完了していることから、今回、市街化区域に編

入するものです。 

なお、この地区の用途地域は、周辺と同様「準住居地域」とすることと

しております。 

山科第１地区は、市街化区域と山側環状に囲まれた面積０．９ha の地

区で、山側環状沿線の立地環境を活かした沿道系の土地利用を図るため、

今回、市街化区域に編入するものです。 

用途地域としては環状道路沿線は「準住居地域」、後背地の住宅予定地

は「第１種中高層住居専用地域」に指定することとしております。 

山科第２地区は、山側環状への取り付け道路整備により、市街化調整区

域と分断された面積０．０２ha の土地であり、隣接する地区と一体的な

土地利用を図るため、今回、市街化区域に編入するものです。 

用途地域としては「準住居地域」を指定することとしております。 

次は、内灘町の千鳥台地区でございます。 

内灘砂丘、能登有料道路、直線化の計画線、コンフォモール内灘でござ

います。 

千鳥台地区は、内灘高校の西部に位置し、平成３年に、計画的な大規模

開発として、開発許可を受け、既に商業施設、温泉施設などや戸建住宅地
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が立地しております。 

当地区１７．５ha について、適正な土地利用誘導を図るため、市街化

区域に編入するものです。 

こちらが、商業施設や住宅地の写真でございます。 

なお、用途地域としまして、商業施設用地は「近隣商業地域」、住宅地

は「第１種低層住居専用地域」に指定することとしております。 

次は、内灘町の向粟崎地区です。 

能登有料道路、大野川、都市計画道路東山内灘線、清湖大橋でございま

す。 

向粟崎地区は、市街化区域に隣接し、平成１２年に住宅地として地区計

画が決定された上、開発許可を受けて開発された地区です。既に住居系の

市街地として市街化が進行しています。 

当地区１．４ha を、適正な土地利用誘導を図るため、市街化区域に編

入するものです。 

用途地域としては、周辺と同じ「準工業地域」に指定することとしてお

ります。 

以上の各地区の市街化区域への編入については、住民への説明会等によ

り周知を図っております。 

以上が、金沢都市計画区域区分の変更内容です。 

なお、２月１３日から２月２７日の期間、都市計画案を縦覧いたしまし

たが、意見書の提出はございませんでした。以上でございます。 

                                                                                  

◆会 長： 只今の事務局の説明についてご質問、ご意見はありませんか。 

特にご意見もないようですので、本案はご承認いただいたものとしま

す。 

次に、議案第１５０７号「金沢都市計画臨港地区の変更について」を上

程します。 

            事務局から説明して下さい。 

                                    

◎事務局： 議第１５０７号「金沢都市計画 臨港地区の変更について」ご説明致し

ます。 

お手元の議案書では、３９ページから４１ページです。 

こちらのスクリーンをご覧ください。 

金沢港、大野川、都市計画道路金沢駅港線、都市計画道路臨港線、大浜

御供田線でございます。 

今回の変更は、市街化調整区域から市街化区域に編入する「御供田地区」

と「近岡地区」合計８ha を新たに臨港地区に指定するものです。 

これにより、「金沢港臨港地区」の面積は、約３９２ha から約４００

ha となります。 
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「御供田地区」については、区域区分の変更の際にご説明したとおり、

県土地開発公社が造成を行う予定の工場用地として、市街化調整区域とな

っている１．６ha と、埠頭用地などの５．０ha の、合計６．６ha を臨港

地区に指定するものです。 

「近岡緑地」の１．４ha につきましては、金沢港と周辺住宅地との緩

衝帯として、また、港利用者などの休憩緑地として整備されたことから、

今後港湾施設として適切に管理するため、臨港地区に指定するものです。 

以上が、金沢都市計画臨港地区の変更内容です。 

なお、２月１３日から２月２７日の期間、都市計画案を縦覧致しました

が、意見書の提出はございませんでした。以上でございます。 

                                                                                  

◆会 長： 只今の事務局の説明についてご質問、ご意見はありませんか。 

特にご意見もないようですので、本案はご承認いただいたものとしま

す。 

最後に、事務局のほうから、報告事項がありますので、説明願います。 

 

◎事務局： お配りしてあります資料３でございます「都市計画決定案件 市町決定

一覧表」をご覧下さい。 

      これにつきましては、前回、第１４８回審議会で報告した分以降の市町

村審議会で審議決定された都市計画決定案件の一覧表でございます。 

全体で３１件ございまして、このうち前回審議会で報告済みで、その後

に決定告示がされたものが４件ございまして、表の上から４番目までの案

件でございます。それ以外のものが２７件ございまして、２７件のうち８

件は既に決定告示を終えております。以上でございます。 

  

◆会 長： 只今の事務局の説明についてご質問、ご意見はありませんか。 

特に意見もないようですので、以上で、本日諮問のありました案件、報

告等につきましては、無事審議が終了いたしました。 

それでは事務局にお返しします。 

 

◎事務局： どうもありがとうございました。本日は通常より案件が非常に多く、長

時間にわたるご審議となったことをお詫び申し上げます。 

      以上をもちまして、第１４９回石川県都市計画審議会を閉会といたしま

す。皆様どうもありがとうございました。 


